
 

こんにちは、 

株アカデミー運営事務局の小野寺です。 

 

 

今回も前回に続き、 

 

徳永さんのインタビューを 

 

紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

前回は、 

 

徳永さんがブートキャンプに 

 

ご参加したときのお話をうかがいました。 

 

その時に、 

 

「案外早く終わった」と 

 

いうお言葉が印象的でした。 

 

 

 

 

それは、徳永さんが、 

 

「過去トレブートキャンプ」に 

 

2泊 3日という日程を組んで、 

 



強い決意をもって取り組んだからではないでしょうか。 

 

 

 

 

1日時間をかけてやるこのセミナーですが、 

 

それ以上の”価値”を感じてくださったこと 

 

それが非常に嬉しかったです。 

 

 

 

 

それでは本日は、 

 

「ブートキャンプ参加前と参加後の違い」について 

 

お話をおうかがいしていきます。 
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年率 100％←いまは不可能な数字ではないです。 
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ー そういえば、徳永さんは、 

 

ブートキャンプに参加する前から 

 

波乗り投資法で取引をしてましたか？ 



 

 

徳永さん： 

 

「ええ、やっていましたよ。 

 

本当はいけないんだろうけど入校してすぐに 

 

トレード始めたんです。」 

 

 

 

 

ー では、過去トレは一回もやらずにってことですか？ 

 

 

徳永さん： 

 

「実はそうなんです。 

 

過去トレは一回もやらずに、 

 

1銘柄 5分割の取引を開始しました。 

 

でも、サイトの動画はしっかりと 

 

2，3日ですべて見ましたよ！ 

 

それで自分なりにトレードのイメージを膨らましたね。」 

 

 

 

 

 

ー 徳永さんはブートキャンプのお申込みといい、 

 



行動が速いですね。 

 

 

徳永さん： 

 

「いえいえ（笑） 

 

でもね、実は最初は利益が出なかったんですよ。 

 

初めて、利益が出たのは 

 

トレードをスタートして 2週間後位ですね。」 

 

 

 

 

ー そうだったんですね。 

 

ちなみに最初の 1か月間はどうでしたか？ 

 

 

徳永さん： 

 

「たしか、1カ月で 10％くらい利益が出たのかな。 

 

スタートした時の資金が 200万なので、 

 

額でいうと 20万円ほどですね。」 

 

 

 

 

ー 素晴らしいですね！ 

 

ブートキャンプに参加しなくても 

 



よさそうなほど順調だったのではないでしょうか。 

 

 

徳永さん： 

 

「いや、でもね、 

 

自分の中の取引パターンはある程度持っているけど、 

 

今の自分がやっているポジション取りは 

 

それが正しいのか正しくないのか、 

 

よかったのかよくなかったのかを知りたかったんです。」 

 

 

 

 

ー 実際に新たなパターンを知る事が出来ましたか？ 

 

 

 

徳永さん： 

 

「はい。知れましたね。 

 

あと、今までは個人的に 

 

信用取引を行ってきましたが、 

 

”勝つ負けるという幅”が 

 

ブートキャンプに参加してから 

 

その振れ幅が小さくなって利益が安定しました。 

 



それと同時にメンタルの揺れ動きというか、 

 

メンタルの振れ幅も安定しましたね。」 

 

 

 

 

 

ー 気持ち的にも楽になったということですね。 

 

 

 

徳永さん： 

 

「そうですね。 

 

それもあり、銘柄もブリヂストンから、 

 

動きがある帝石に変えました。」 

 

 

 

 

 

ー メンタルの振れ幅が落ち着いたことで、 

 

値動きがある帝石に変更したということですかね？ 

 

 

 

徳永さん： 

 

「はい、今まで 20年間 

 

やってきたトレードは動きがありました。 

 



波乗り投資法ならメンタルも安定するし、 

 

動きがあった方が自分に 

 

あうだろうと思って変更をしました。」 

 

 

 

 

ー なるほど。 

 

気になる利益の方はどうですか？ 

 

 

 

徳永さん： 

 

「利益は順調に出ていますよ。 

 

10％くらいですね。」 

 

 

 

 

 

ー 素晴らしいです。 

 

ブートキャンプに参加し、 

 

さらに何かをつかんだということですかね？ 

 

 

 

徳永さん： 

 

「そうですね、1日のセミナーで 



 

1年間のトレードが出来て、 

 

大きな株の流れをつかめたことが良かったです。 

 

それと、ポジションの役割に 

 

ついての考え方をつかめました。」 

 

 

 

 

 

 

ー なるほどなるほど。 

 

徳永さんは過去トレを 1度もやらずに 

 

実取引に入ったとおっしゃってましたが、 

 

過去トレをやる意味を感じ取れたのではないでしょうか？ 

 

 

 

徳永さん： 

 

「ええ、大変意味がありました。 

 

本当に簡単なルールで簡単な手法ですが、 

 

トレードの奥深さを感じましたね。」 

 

 

 

 

 



ー 実際に過去トレードをする事よって、 

 

やはり学べることが多くあったということですね。 

 

 

 

徳永さん： 

 

「はい、やってみてわかりました。 

 

対面指導のよさもそこにあって、 

 

質問を聞きたいときに聞けるということが 

 

このブートキャンプのよさだと思いましたね。 

 

あと、株アカデミーの仲間がいる 

 

ということもものすごく励みになりましたね。」 

 

 

 

 

 

 

ー ありがとうございます。 

 

では最後に徳永さんの目標を聞かせてください。 

 

 

 

徳永さん： 

 

「目標というか夢というか、 

 

地域で株会議が出来る仲間を作りたいですね。 



 

そこで小さな会議をする株のスクールみたいな事を 

 

したいと思っています。 

 

トレードの情報交換場が出来ればうれしいですね。」 

 

 

 

 

 

 

ー 素敵ですね。 

 

利益を益々上げて頂きたいです。 

 

 

徳永さん： 

 

「年間利益目標でいうと、 

 

年率 100％達成したいと思っています。 

 

普通に考えたら難しいかもしれないですが、 

 

できるかできないかは、 

 

私の中で 5分 5分くらいです。」 

 

 

 

 

ー それは、徳永さんの中で 

 

何かの自信がでてきたということですか？ 

 



 

 

徳永さん： 

 

「そうですね。 

 

今までは大きく勝つ経験もあったし、 

 

大きく負ける経験もあって気持ち的に疲れてました。 

 

でも、今は大へこみがなくなり、 

 

メンタルが楽に取り引きが出来ているので、 

 

自信はありますね。 

 

トレードを体感出来たからこそ、 

 

それは不可能ではないと思っています！」 
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今回のインタビューでは、 

 

徳永さんの 

 

ブートキャンプ参加前と 

 

参加後についてお伺いをしてきました。 

 



 

 

勝つ負けるという幅が少なくなり、 

 

メンタルが楽になったという話は、 

 

20年間の投資経験をもっている 

 

徳永さんでも感じる波乗り投資法の凄みですね。 

 

 

 

 

でも実際に、 

 

たった一日のブートキャンプに参加しただけで、 

 

”メンタルの余裕”という 

 

気持ちの違いが生まれました。 

 

 

 

 

そして、それは 

 

「直接指導を受けることのできるセミナーで 

 

一年間の過去トレードを経験した」 

 

ということにつきます。 

 

 

 

ブートキャンプは 

 



あなたがこれまでつまずいていた 

 

課題を一気に解消できる空間です。 

 

 

 

 

 

ちなみに次回は 

 

11月 23日（水）祝日 

 

に開催を予定しておりますので、 

 

参加を検討されている方は、 

 

予定を空けてご参加いただけましたら幸いです。 

 

 

 

 

あと最後に一点、 

 

 

 

セミナー参加に迷っているあなたへ、 

 

徳永さんからもらった 

 

メッセージを紹介しますね。 

 

 

 

「セミナーに参加をして、 

 

そこで仲間を作り、 



 

刺激をしあってトレードしていきましょう。」 

 

 

 

 

徳永さんから頂いたメッセージには、 

 

セミナーは仲間を作る空間でもあると 

 

いうような想いが 

 

込められているのではないかと思います。 

 

 

 

 

1人で躓いた時に、 

 

「助け合える仲間」がいる 

 

そんなスクールになるよう、 

 

運営事務局一同も 

 

精一杯努めさせていただきます。 

 

 

 

それでは本日も 

 

最後までご覧いただきありがとうございます。 

 


